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設立より閉鎖のほうが難しい
中国での会社設立は数週間で済むが、閉鎖には数か月かかる。放置した会社は罰金とブラックリスト入
りを招くため、撤退は正しい手順で進める必要がある。

調整が必要な当局は4つ
税務当局、登記機関 SAMR、税関、外貨管理。多くの場合、手続きは一点で停滞する——承認さ
れていない税務報告書だ。

閉鎖の理由：



清算か、持分譲渡か
税務当局が未納なしを確認するまで、先へは進めない。案件が数か月止まるのはまさにここだ。

完全閉鎖だけが道ではない。WFOE の持分は譲渡できる：

段階別の手続き
手順の順序は法律で定められており、変更はできない。いずれかの段階を飛ばすと異議申立ての余地が
生まれ、期限が延びる。



抹消登記後も、企業書類は法定期間の保管が必要——取引明細、インボイス、会計帳簿。



どれくらいかかるか
争いのない任意清算は 6〜12 か月に収まる。個別の工程は全体期間に上乗せされ、紛争が起きれば期
間は何倍にも延びる。

平均 6〜12 か月
出資者の決議から資金の本国送金まで。

期間が延びる要因：



必要書類と放置のリスク
必要な書類：

重要
すべての書類は日付と文言が一致していなければならない。わずかな不一致でも書類一式が差し
戻され、期限が延びる。



放置した会社に及ぶリスク
放置した会社に及ぶリスク：

適正な閉鎖は、企業の信用と将来の再参入の可能性を守る。

「遅延の 10 件中 9 件は当局の悪意ではなく、書類の不整合と未処理の税務から生じる。まず帳
簿を整え、それから抹消登記を。」——中国会社法担当・招聘弁護士
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